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県誕⽣150年 苦難を乗り越えて
普及センターでは，今年度５つのプロジェクト

課題を計画し，地域農業の担い⼿育成や地域課題
の解決に取り組んできました。次⾴で紹介する２
課題が終了し，３課題（えだまめの⽣産体制，ぶ
どうの⽣産・販売⼒向上，農村の維持発展）は今
年度の成果や課題を踏まえ，来年度も継続して⽀
援活動をしていきます。
さて，まもなく新年度となりますが，需要に応

じた令和４年産⽶の「⽣産の⽬安」はさらに厳し
さを増しています。昨年は飼料⽤⽶への緊急転換
協⼒があったほか，その後の⽶概算⾦の⼤幅下落
は経営への打撃が⼤きく，「これ以上の⽶作付⾯
積の縮減や⽶価下落はもう限界」との声も聞かれ
ました。県は12⽉補正予算で，稲作（⼀般の主⾷
⽤⽶）から園芸作物・⼤⾖・⻨・飼料作物などへ
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−技術と知恵で明⽇に継なぐ仙台農業−

の作付転換を促すため，機械・施設の導⼊や⽣産
資材に要する経費の補助事業を創設しました。農
家の皆さまの営農継続に向けた⽀援の⼀助となる
ことを期待します。普及センターでは，転換作物
にかかる栽培技術⽀援や経営の悩み事など，必要
に応じて専⾨家にも協⼒いただきながら⽀援して
いきたいと考えています。
今年，宮城県は県誕⽣150年を迎え

ます。いつの時代も厳しい状況があっ
たと思いますが，それに耐えて，乗り
越えてきた先⼈たちに対する尊敬と感
謝の念を深め，郷⼟に対する更なる愛
着を持ちつつ，今年も頑張っていきま
しょう。

総括技術次⻑ 宮本 晴恵

シャインマスカット剪定講習会(粗剪定の様⼦）

再生紙を使用
しています



昨年は４⽉中旬の低温により，管内では，な
しやりんご，ブルーベリーなどで凍霜害が発⽣
しました。開花期や結実直後の幼果期は最も障
害を受けやすい時期で，春
先の気温が⾼く推移し，開
花期が前進した場合は，危
険性が⾼まります。霜注意
報や気象庁「農業気象ポー
タルサイト」などの情報に
注意し，事前の被害軽減対
策（※）に努めましょう。

⽔⽥転作えだ
まめ栽培ほ場
において，排
⽔対策研修会
を開催しまし
た。最初に農
業・園芸総合
研究所と県園
芸推進課から⽔⽥を活⽤した⼤規模露地園芸推
進の取組や関連施策について紹介があり，続い
てヤンマーアグリジャパン(株)から，補助暗渠
を施⼯する３機種カットブレーカー，カットド
レーン，サブソイラーの説明と実演がありまし
た。このうち２機種は最新の補助暗渠施⼯機で
あり，参加者（約60名：⽣産者・ＪＡ・関係
機関等）は興味深く⾒学していました。令和４
年度に状況を調査していきます。

Vol.79 せんだい普及センターだより 令和４年３⽉１⽇発⾏

｢令和３年度農業法⼈ステップアップセミナー｣を開催しました
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⽔⽥を活⽤した⼤規模露地園芸推進のための排⽔対策研修会を開催しました

⽣産者の皆様へ 新型コロナウイルスに関して，最新情報はHP（https://www.pref.miyagi.jp/site/sdnk/）にて随時ご案内します

普及センター活動の紹介

凍霜害の発⽣に備えましょう！
また，もしもの場合に備えて，果樹共済など

セーフティネットへ加⼊しましょう。

（※）被害軽減対策
・防霜資材や燃焼資材の活⽤
・草刈りの実施や敷きわらの除去，乾燥時のか
ん⽔，冷気の滞留を助⻑するような防⾵ネッ
ト等の除去

・被害を受けた場合には，⼈⼯授粉を徹底し，
結実確保に努めましょう。

県では令和３年４⽉に今後5か年の園芸振興
計画「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」を策定
し，その中で⽔⽥における⾼収益作物⽣産の推
進と安定⽣産技術の確⽴に取り組むこととして
います。普及センターでは，⼤郷町の⼟地利⽤
型法⼈によるえだまめの⽣産体系の導⼊定着に
ついて⽀援を⾏っており，課題として⽔⽥転作
における排⽔対策の改善が浮き彫りになりまし
た。

とワークショッ
プを⾏いました。
また，最終回で
は，有限会社耕
佑（栗原市）の
伊藤秀太代表取
締役から，「地
域が継続するた
めの事業継承・
会社作り」と題
して実経験に則した事例紹介をしていただきま
した。参加者からは，「組織における⾃分の役
割を再認識することができた」「経営承継の事
例を聞くことができて⼤変勉強になった」など
の声をいただきました。

この課題
解決に向け，
令和４年２
⽉８⽇に⼤
郷町，農業･
園芸総合研
究所，仙台
農業改良普及センターの主催により，⼤郷町の

普及センターでは，仙台市及び公益財団法⼈
みやぎ産業振興機構と共催で｢農業法⼈ステッ
プアップセミナー｣を開催しました。参加者の
皆様には，マスクの着⽤やパーティションの使
⽤等により新型コロナウイルス感染症対策に御
協⼒いただきました。
毎年恒例の当セミナーは，今年度は農業法⼈

の経営者及び若⼿・中堅社員を対象とし，⼈材
育成や雇⽤管理，経営承継を題材に，令和４年
１⽉７⽇から全４回コースで開催しました。普
及センター管内の10法⼈から18名の参加があり
ました。講師として，⼀般社団法⼈ひと・企業
未来創造リンク(LinCs)に所属する庄司弥⽣社
会保険労務⼠，松倉惠⼦特定社会保険労務⼠を
お招きし，組織⼒の向上と発展につながる講義

ワ−クショップ

カットブレーカーの説明

研修会開会式

凍霜害を受けたりんご
の花（めしべの褐変）
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株式会社イグナルファーム⼤郷は，令和元年東
⽇本台⾵により施設等に⼤きな被害を受け，令和
２年４⽉に復旧させた⽣産設備で営農を再開しま
した。普及センターでは，早期の経営回復に向け
て，ミニトマトの収量向上や安定⽣産，作業効率
化の⽀援を⾏ってきました。
具体的には，植物⽣理や病害⾍の⽣態・防除な

どの栽培に関する基礎知識を習得するための勉強
会開催，週間環境データ⾃動計算シート（ウィー
クリーレポート）の活⽤により，⽣育状況と栽培
環境データを⾒える化することで，温度や湿度，
葉数などを適正に管理し，樹勢や⽣⻑バランスを
最適化できるよう，
環境制御技術の習
得⽀援などを⾏い
ました。
また，栽培管理

マニュアルの作成
⽀援や業務管理シ
ステムによる労働
時間の把握と振り
返りにより，作業

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
Vol.79 せんだい普及センターだより 令和４年３⽉1⽇発⾏

精度の平準化や
作業の効率化を
⽀援しました。
さらに，これ

らの⽀援を通じ
て，栽培経験の
少ない若⼿職員
の⼈材育成を図
ってきました。
その結果，社

内でウィークリーレポートを活⽤した情報共有や
栽培管理を検討する体制が定着したほか，作業の
優先度や労働時間データをもとに⼈員配置を検討
するようになるなどの動きが⾒られ，こうした取
り組みが⽣産量の増加や作業の効率化につながっ
ています。
普及センターでは，

さらなる⽣産技術の向
上による経営安定化に
向けて，引き続きフォ
ローアップを⾏ってい
く予定です。

春の農作業安全確認運動実施中！ 「しめよう！シートベルト」
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先進的園芸経営体の⽣産技術向上による経営安定
対象：株式会社イグナルファーム⼤郷（⼤郷町）（令和２〜３年度）

ウィークリーレポート活⽤⽀援

農地整備事業説明会

プロジェクト活動の実績について（完了課題）

栽培振り返り検討

栽培マニュアルの整備⽀援

中⼭間地域農業を⽀える地域営農体制の構築
対象：倉内・⼤針地域活性化委員会地域営農部会６⼈（仙台市）（令和元〜３年度）

令和元年から令和３年度までの３年間，仙台
市⻘葉区の「倉内・⼤針農村地域活性化委員
会」地域営農部会６⼈を対象に「農地整備後に
導⼊される園芸作物の品⽬を決定するとともに
技術習得が図られる」ことと「地域を⽀える集
落営農組織が設⽴され，持続的な営農体制が構
築される」ことを⽬的に活動しました。
導⼊予定品⽬の試験栽培では，３年間に様々

な失敗を経験しましたが，確実に技術習得が図
られました。また，その試験栽培結果等を検討
し，たまねぎ，⻑ねぎ，ジャンボにんにくの３
品⽬を農地整備後の栽培品⽬とすることになり
まし
た。

また，農地整備後の中⼼経営体になる集落営
農組織を⽴ち
上げるため，
農地整備事業
に関する集落
説明会等を活
⽤した地域内
の合意形成や，
法⼈設⽴に向
けた⼿続き等
について⽀援
を⾏い，令和３年２⽉５⽇「農事組合法⼈うぇ
すとファーム仙台」（構成員17⼈）が設⽴され
ました。さらに，令和３年５⽉１⽇，仙台市の
認定農業者に認定され，名実ともに地域を⽀え
る集落営農組織が誕⽣しました。
令和４年度以降も仙台市，ＪＡ仙台⻄部営農

センターとの連携体制を強化し，（農）うぇす
とファーム仙台の営農確⽴に向けた⽀援を継続
する予定です。

設⽴総会

　令和元年から令和３年度までの３年間，仙台
市青葉区の「倉内・大針農村地域活性化委員会」
地域営農部会６人を対象に「農地整備後に導入
される園芸作物の品目を決定するとともに技術
習得が図られる」ことと「地域を支える集落営
農組織が設立され，持続的な営農体制が構築さ
れる」ことを目的に活動しました。
　導入予定品目の試験栽培では，３年間に様々
な失敗を経験しましたが，確実に技術習得が図
られました。また，その試験栽培結果等を検討
し，たまねぎ，長ねぎ，ジャンボにんにくの３
品目を農地整備後の栽培品目とすることになり
まし
た。

　また，農地整備後の中心経営体になる集落営
農組織を立ち
上げるため，
農地整備事業
に関する集落
説明会等を活
用した地域内
の合意形成や，
法人設立に向
けた手続き等
について支援
を行い，令和３年２月５日「農事組合法人うぇ
すとファーム仙台」（構成員17人）が設立され
ました。さらに，令和３年５月１日，仙台市の
認定農業者に認定され，名実ともに地域を支え
る集落営農組織が誕生しました。
　令和４年度以降も仙台市，ＪＡ仙台西部営農
センターとの連携体制を強化し，農事組合法人
うぇすとファーム仙台の営農確立に向けた支援
を継続する予定です。

　普及センターでは，仙台市及び公益財団法人
みやぎ産業振興機構と共催で「農業法人ステッ
プアップセミナー」を開催しました。参加者の
皆様には，マスクの着用やパーティションの使
用等により新型コロナウイルス感染症対策に御
協力いただきました。
　毎年恒例の当セミナーは，今年度は農業法人
の経営者及び若手・中堅社員を対象とし，人材
育成や雇用管理，経営承継を題材に，令和４年
１月７日から全４回コースで開催しました。普
及センター管内の10法人から18名の参加があり
ました。講師として，一般社団法人ひと・企業
未来創造リンク(LinCs)に所属する庄司弥生社会
保険労務士，松倉惠子特定社会保険労務士をお
招きし，組織力の向上と発展につながる講義と

ワークショップ
を行いました。
また，最終回で
は，有限会社耕
佑（栗原市）の
伊藤秀太代表取
締役から，「地
域が継続するた
めの事業継承・
会社作り」と題
して実経験に則した事例紹介をしていただきま
した。参加者からは，「組織における自分の役
割を再認識することができた」「経営承継の事
例を聞くことができて大変勉強になった」など
の声をいただきました。

　県では令和３年４月に今後５か年の園芸振興
計画「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」を策定
し，その中で水田における高収益作物生産の推
進と安定生産技術の確立に取り組むこととして
います。普及センターでは，大郷町の土地利用
型法人によるえだまめの生産体系の導入定着に
ついて支援を行っており，課題として水田転作
における排水対策の改善が浮き彫りになりまし
た。
 　この課題
解決に向け，
令和４年２
月８日に大
郷町，農業･
園芸総合研
究所，仙台
農業改良普及センターの主催により，大郷町の

水田転作えだ
まめ栽培ほ場
において，排
水対策研修会
を開催しまし
た。最初に農
業・園芸総合
研究所と県園
芸推進課から水田を活用した大規模露地園芸推
進の取組や関連施策について紹介があり，続い
てヤンマーアグリジャパン(株)から，補助暗渠
を施工する３機種カットブレーカー，カットド
レーン，サブソイラーの説明と実演がありまし
た。このうち２機種は最新の補助暗渠施工機で
あり，参加者（約60名：生産者・ＪＡ・関係機
関等）は興味深く見学していました。令和４年
度に状況を調査していきます。



昨年は４⽉中旬の低温により，管内では，な
しやりんご，ブルーベリーなどで凍霜害が発⽣
しました。開花期や結実直後の幼果期は最も障
害を受けやすい時期で，春
先の気温が⾼く推移し，開
花期が前進した場合は，危
険性が⾼まります。霜注意
報や気象庁「農業気象ポー
タルサイト」などの情報に
注意し，事前の被害軽減対
策（※）に努めましょう。

⽔⽥転作えだ
まめ栽培ほ場
において，排
⽔対策研修会
を開催しまし
た。最初に農
業・園芸総合
研究所と県園
芸推進課から⽔⽥を活⽤した⼤規模露地園芸推
進の取組や関連施策について紹介があり，続い
てヤンマーアグリジャパン(株)から，補助暗渠
を施⼯する３機種カットブレーカー，カットド
レーン，サブソイラーの説明と実演がありまし
た。このうち２機種は最新の補助暗渠施⼯機で
あり，参加者（約60名：⽣産者・ＪＡ・関係
機関等）は興味深く⾒学していました。令和４
年度に状況を調査していきます。
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｢令和３年度農業法⼈ステップアップセミナー｣を開催しました
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⽔⽥を活⽤した⼤規模露地園芸推進のための排⽔対策研修会を開催しました

⽣産者の皆様へ 新型コロナウイルスに関して，最新情報はHP（https://www.pref.miyagi.jp/site/sdnk/）にて随時ご案内します

普及センター活動の紹介

凍霜害の発⽣に備えましょう！
また，もしもの場合に備えて，果樹共済など

セーフティネットへ加⼊しましょう。

（※）被害軽減対策
・防霜資材や燃焼資材の活⽤
・草刈りの実施や敷きわらの除去，乾燥時のか
ん⽔，冷気の滞留を助⻑するような防⾵ネッ
ト等の除去

・被害を受けた場合には，⼈⼯授粉を徹底し，
結実確保に努めましょう。

県では令和３年４⽉に今後5か年の園芸振興
計画「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」を策定
し，その中で⽔⽥における⾼収益作物⽣産の推
進と安定⽣産技術の確⽴に取り組むこととして
います。普及センターでは，⼤郷町の⼟地利⽤
型法⼈によるえだまめの⽣産体系の導⼊定着に
ついて⽀援を⾏っており，課題として⽔⽥転作
における排⽔対策の改善が浮き彫りになりまし
た。

とワークショッ
プを⾏いました。
また，最終回で
は，有限会社耕
佑（栗原市）の
伊藤秀太代表取
締役から，「地
域が継続するた
めの事業継承・
会社作り」と題
して実経験に則した事例紹介をしていただきま
した。参加者からは，「組織における⾃分の役
割を再認識することができた」「経営承継の事
例を聞くことができて⼤変勉強になった」など
の声をいただきました。

この課題
解決に向け，
令和４年２
⽉８⽇に⼤
郷町，農業･
園芸総合研
究所，仙台
農業改良普及センターの主催により，⼤郷町の

普及センターでは，仙台市及び公益財団法⼈
みやぎ産業振興機構と共催で｢農業法⼈ステッ
プアップセミナー｣を開催しました。参加者の
皆様には，マスクの着⽤やパーティションの使
⽤等により新型コロナウイルス感染症対策に御
協⼒いただきました。
毎年恒例の当セミナーは，今年度は農業法⼈

の経営者及び若⼿・中堅社員を対象とし，⼈材
育成や雇⽤管理，経営承継を題材に，令和４年
１⽉７⽇から全４回コースで開催しました。普
及センター管内の10法⼈から18名の参加があり
ました。講師として，⼀般社団法⼈ひと・企業
未来創造リンク(LinCs)に所属する庄司弥⽣社
会保険労務⼠，松倉惠⼦特定社会保険労務⼠を
お招きし，組織⼒の向上と発展につながる講義

ワ−クショップ

カットブレーカーの説明

研修会開会式

凍霜害を受けたりんご
の花（めしべの褐変）
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株式会社イグナルファーム⼤郷は，令和元年東
⽇本台⾵により施設等に⼤きな被害を受け，令和
２年４⽉に復旧させた⽣産設備で営農を再開しま
した。普及センターでは，早期の経営回復に向け
て，ミニトマトの収量向上や安定⽣産，作業効率
化の⽀援を⾏ってきました。
具体的には，植物⽣理や病害⾍の⽣態・防除な

どの栽培に関する基礎知識を習得するための勉強
会開催，週間環境データ⾃動計算シート（ウィー
クリーレポート）の活⽤により，⽣育状況と栽培
環境データを⾒える化することで，温度や湿度，
葉数などを適正に管理し，樹勢や⽣⻑バランスを
最適化できるよう，
環境制御技術の習
得⽀援などを⾏い
ました。
また，栽培管理

マニュアルの作成
⽀援や業務管理シ
ステムによる労働
時間の把握と振り
返りにより，作業

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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精度の平準化や
作業の効率化を
⽀援しました。
さらに，これ

らの⽀援を通じ
て，栽培経験の
少ない若⼿職員
の⼈材育成を図
ってきました。
その結果，社

内でウィークリーレポートを活⽤した情報共有や
栽培管理を検討する体制が定着したほか，作業の
優先度や労働時間データをもとに⼈員配置を検討
するようになるなどの動きが⾒られ，こうした取
り組みが⽣産量の増加や作業の効率化につながっ
ています。
普及センターでは，

さらなる⽣産技術の向
上による経営安定化に
向けて，引き続きフォ
ローアップを⾏ってい
く予定です。

春の農作業安全確認運動実施中！ 「しめよう！シートベルト」
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先進的園芸経営体の⽣産技術向上による経営安定
対象：株式会社イグナルファーム⼤郷（⼤郷町）（令和２〜３年度）

ウィークリーレポート活⽤⽀援

農地整備事業説明会

プロジェクト活動の実績について（完了課題）

栽培振り返り検討

栽培マニュアルの整備⽀援

中⼭間地域農業を⽀える地域営農体制の構築
対象：倉内・⼤針地域活性化委員会地域営農部会６⼈（仙台市）（令和元〜３年度）

令和元年から令和３年度までの３年間，仙台
市⻘葉区の「倉内・⼤針農村地域活性化委員
会」地域営農部会６⼈を対象に「農地整備後に
導⼊される園芸作物の品⽬を決定するとともに
技術習得が図られる」ことと「地域を⽀える集
落営農組織が設⽴され，持続的な営農体制が構
築される」ことを⽬的に活動しました。
導⼊予定品⽬の試験栽培では，３年間に様々

な失敗を経験しましたが，確実に技術習得が図
られました。また，その試験栽培結果等を検討
し，たまねぎ，⻑ねぎ，ジャンボにんにくの３
品⽬を農地整備後の栽培品⽬とすることになり
まし
た。

また，農地整備後の中⼼経営体になる集落営
農組織を⽴ち
上げるため，
農地整備事業
に関する集落
説明会等を活
⽤した地域内
の合意形成や，
法⼈設⽴に向
けた⼿続き等
について⽀援
を⾏い，令和３年２⽉５⽇「農事組合法⼈うぇ
すとファーム仙台」（構成員17⼈）が設⽴され
ました。さらに，令和３年５⽉１⽇，仙台市の
認定農業者に認定され，名実ともに地域を⽀え
る集落営農組織が誕⽣しました。
令和４年度以降も仙台市，ＪＡ仙台⻄部営農

センターとの連携体制を強化し，（農）うぇす
とファーム仙台の営農確⽴に向けた⽀援を継続
する予定です。

設⽴総会

　令和元年から令和３年度までの３年間，仙台
市青葉区の「倉内・大針農村地域活性化委員会」
地域営農部会６人を対象に「農地整備後に導入
される園芸作物の品目を決定するとともに技術
習得が図られる」ことと「地域を支える集落営
農組織が設立され，持続的な営農体制が構築さ
れる」ことを目的に活動しました。
　導入予定品目の試験栽培では，３年間に様々
な失敗を経験しましたが，確実に技術習得が図
られました。また，その試験栽培結果等を検討
し，たまねぎ，長ねぎ，ジャンボにんにくの３
品目を農地整備後の栽培品目とすることになり
まし
た。

　また，農地整備後の中心経営体になる集落営
農組織を立ち
上げるため，
農地整備事業
に関する集落
説明会等を活
用した地域内
の合意形成や，
法人設立に向
けた手続き等
について支援
を行い，令和３年２月５日「農事組合法人うぇ
すとファーム仙台」（構成員17人）が設立され
ました。さらに，令和３年５月１日，仙台市の
認定農業者に認定され，名実ともに地域を支え
る集落営農組織が誕生しました。
　令和４年度以降も仙台市，ＪＡ仙台西部営農
センターとの連携体制を強化し，農事組合法人
うぇすとファーム仙台の営農確立に向けた支援
を継続する予定です。

　普及センターでは，仙台市及び公益財団法人
みやぎ産業振興機構と共催で「農業法人ステッ
プアップセミナー」を開催しました。参加者の
皆様には，マスクの着用やパーティションの使
用等により新型コロナウイルス感染症対策に御
協力いただきました。
　毎年恒例の当セミナーは，今年度は農業法人
の経営者及び若手・中堅社員を対象とし，人材
育成や雇用管理，経営承継を題材に，令和４年
１月７日から全４回コースで開催しました。普
及センター管内の10法人から18名の参加があり
ました。講師として，一般社団法人ひと・企業
未来創造リンク(LinCs)に所属する庄司弥生社会
保険労務士，松倉惠子特定社会保険労務士をお
招きし，組織力の向上と発展につながる講義と

ワークショップ
を行いました。
また，最終回で
は，有限会社耕
佑（栗原市）の
伊藤秀太代表取
締役から，「地
域が継続するた
めの事業継承・
会社作り」と題
して実経験に則した事例紹介をしていただきま
した。参加者からは，「組織における自分の役
割を再認識することができた」「経営承継の事
例を聞くことができて大変勉強になった」など
の声をいただきました。

　県では令和３年４月に今後５か年の園芸振興
計画「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」を策定
し，その中で水田における高収益作物生産の推
進と安定生産技術の確立に取り組むこととして
います。普及センターでは，大郷町の土地利用
型法人によるえだまめの生産体系の導入定着に
ついて支援を行っており，課題として水田転作
における排水対策の改善が浮き彫りになりまし
た。
 　この課題
解決に向け，
令和４年２
月８日に大
郷町，農業･
園芸総合研
究所，仙台
農業改良普及センターの主催により，大郷町の

水田転作えだ
まめ栽培ほ場
において，排
水対策研修会
を開催しまし
た。最初に農
業・園芸総合
研究所と県園
芸推進課から水田を活用した大規模露地園芸推
進の取組や関連施策について紹介があり，続い
てヤンマーアグリジャパン(株)から，補助暗渠
を施工する３機種カットブレーカー，カットド
レーン，サブソイラーの説明と実演がありまし
た。このうち２機種は最新の補助暗渠施工機で
あり，参加者（約60名：生産者・ＪＡ・関係機
関等）は興味深く見学していました。令和４年
度に状況を調査していきます。



発⾏：宮城県仙台農業改良普及センター（仙台地⽅振興事務所農業振興部）
〒981-8505 仙台市⻘葉区堤通⾬宮町4番17号
ＴＥＬ 022-275-8320（地域農業班） ＦＡＸ 022-275-0296（共通）

022-275-8410（先進技術第⼀班） E-mail sdnokai@pref.miyagi.lg.jp
022-275-8374（先進技術第⼆班） ＵＲＬ https://www.pref.miyagi.jp/site/sdnk/ →

せんだい普及センターだより

Vol.79
令和４年３⽉1⽇発⾏

県誕⽣150年 苦難を乗り越えて
普及センターでは，今年度５つのプロジェクト

課題を計画し，地域農業の担い⼿育成や地域課題
の解決に取り組んできました。次⾴で紹介する２
課題が終了し，３課題（えだまめの⽣産体制，ぶ
どうの⽣産・販売⼒向上，農村の維持発展）は今
年度の成果や課題を踏まえ，来年度も継続して⽀
援活動をしていきます。
さて，まもなく新年度となりますが，需要に応

じた令和４年産⽶の「⽣産の⽬安」はさらに厳し
さを増しています。昨年は飼料⽤⽶への緊急転換
協⼒があったほか，その後の⽶概算⾦の⼤幅下落
は経営への打撃が⼤きく，「これ以上の⽶作付⾯
積の縮減や⽶価下落はもう限界」との声も聞かれ
ました。県は12⽉補正予算で，稲作（⼀般の主⾷
⽤⽶）から園芸作物・⼤⾖・⻨・飼料作物などへ
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−技術と知恵で明⽇に継なぐ仙台農業−

の作付転換を促すため，機械・施設の導⼊や⽣産
資材に要する経費の補助事業を創設しました。農
家の皆さまの営農継続に向けた⽀援の⼀助となる
ことを期待します。普及センターでは，転換作物
にかかる栽培技術⽀援や経営の悩み事など，必要
に応じて専⾨家にも協⼒いただきながら⽀援して
いきたいと考えています。
今年，宮城県は県誕⽣150年を迎え

ます。いつの時代も厳しい状況があっ
たと思いますが，それに耐えて，乗り
越えてきた先⼈たちに対する尊敬と感
謝の念を深め，郷⼟に対する更なる愛
着を持ちつつ，今年も頑張っていきま
しょう。

総括技術次⻑ 宮本 晴恵

シャインマスカット剪定講習会(粗剪定の様⼦）

再生紙を使用
しています


